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ネメグト層産の基盤的カメ類モンゴロケリスの形態学的再検討  
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１．はじめに 

モンゴロケリス（Mongolochelys efremovi）は，モンゴル

国ゴビ砂漠の南部に分布するネメグト層より多産するモ

ノタイプの化石カメ類としてよく知られている（e.g., Su-

khanov, 2000）．本種の化石のうち，頭蓋や下顎，甲羅な

どは，ほぼ完全な状態で保存されているものも少なくな

い．こうした化石にみられる形態形質にもとづく分岐分

類学的研究から，モンゴロケリスはかつて基盤的な潜頚

亜目Cryptodiraの一種とされてきた（Hirayama et al., 2000）．

ところが，近年の網羅的な再解析の結果により，本種は一

般に認識されている“カメ”（＝カメ目：Testudines）には含

まれず，無階級体系におけるクレードTestudinataのステム

群Perichelydiaの構成要素のひとつであるシチュアンケリ

ス科（Sichuanchelyidae）の一系統と考えられている（Joyce 

et al., 2021）．しかしながら，モンゴロケリスの頭蓋内部

の形態データに関する知見が乏しいため（Khosatzky, 

1997；Sukhanov, 2000)，シチュアンケリス科における本

種と近縁種との関係は明らかとなっていない（Anquetin, 

2012；Joyce, 2016）．さらに，本種の化石は豊富に発見さ

れているにもかかわらず，形態形質の変異に関する評価

も適切に行われていない（e.g, Suzuki and Chinzorig, 2010）．

そこで，本研究では，モンゴロケリスのタイプ標本と本種

に参照されている頭蓋化石について比較を行い，頭蓋内

部の形質や基本的な形態の情報の充実を試みた． 

 

２．研究材料と方法 

本研究では，モンゴル国ゴビ砂漠ブギンツァフ・グリリ

ンツァフより発見されたモンゴロケリスの頭蓋５点

（MPC 25/105，MPC 25/110，MPC25/115，MPC25/127，

MPC/178）について，直接観察に基づく形態データの抽出

を行い，さらに文献情報にもとづきタイプ標本（ネメグト

産；PIN 551-459）と比較した．５点の頭蓋化石はすべてモ

ンゴル科学アカデミー古生物学研究所に保存されている． 

 

 

３．結果 

本研究により，これまで不明であったモンゴロケリスに

おける底蝶形骨の吻部の形状が確認できた．底蝶形骨の吻

部には，平らな形状と棒状の形状の２種類の形質があり，

モンゴロケリスの底蝶形骨の吻部は棒状の形状を示してい

た．また，Suzuki and Chinzorig（2010）によるMPC25/105

の線画で示された頬骨が方形骨と接触しない状態について，

実際に化石を観察し確認を行った．ホロタイプの頭蓋では，

頬骨は方形骨と縫合関係で接触しており，この形質はシチ

ュアンケリス科の共有派生形質のひとつとされている．こ

のため，Suzuki and Chinzorig（2010）の線画が正しければ，

ブギンツァフ産の標本はモンゴロケリスとは異なるばか

りか，シチュアンケリス科にさえ帰属しないこととなる．

標本を直接観察した結果，Suzuki and Chinzorig（2010）に

よるMPC25/105の線画にはクラックと縫合線の識別に誤解

があり，実際には当該標本の頬骨は方形骨と縫合関係で接

触していることが確認された（図１）．さらに，ホロタイ

プとそのほかの５つの標本の間で，頭蓋の鱗板や頭蓋後部，

眼窩の形状などが異なっていた．加えて，頭蓋後縁のフリ

ルの形状においては，化石の産地にかかわらず，個体ごと

に著しい変異が見られた． 

 

４．考察 

 モンゴロケリスの頭蓋に関する検討の結果，本種の底蝶

A B 

図１．ブギンツァフ産のモンゴロケリスの頭蓋

MPC25/105（左側面観）の線画．A：Suzuki and 

Chinzorig（2010）による線画，B：本研究におけ

る再検討の結果描かれた線画．ju, 頬骨；qj, 方形

頬骨；qu，方形骨． 
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形骨は棒状の吻部を持つことが確認された．この形質はシ

チュアンケリス科では知られていないばかりか，カメ類の

なかでもウミガメ上科のみが保有する形質とされている

（Joyce, 2007）．今後，本形質に関する情報をデータマトリ

クスに加えて系統解析を行うことにより，モンゴロケリス

と近縁種の系統仮説に関する新たな知見がもたらされるか

もしれない． 

また，ネメグト産のホロタイプとブギンツァフ産および

グリリンツァフ産の５標本の間で確認された形態的差異は，

モンゴロケリスが２つの地域集団を含んでいることを示唆

している．頭蓋のフリルに認められた多型は，雌雄差や成

長段階における変異によるものと考えられる． 
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